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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　布帛の表面に、染料、顔料ないし着色剤を含まず（free of）、且つ透明なプリント用
現像剤を含むペーストをプリントし、プリントパターンを有するプリントされた布帛を形
成させる工程であって；且つ、該透明なプリント用現像剤が、第４級アンモニウム塩であ
る工程、そして
　前記プリントパターンの形成後に、前記プリントされた布帛を、１６０℃±２０℃の温
度で定着させる工程、そして
　エッチング剤を１５～３５Ｂｅの濃度で用いて、前記プリントされた布帛を処理して、
半透明なプリントパターンを有する布帛を形成させる工程であって；該透明なプリント用
現像剤が、エッチングを均一に（homogenously）加速させるものである工程、を含む前記
半透明なプリントパターンを、該布帛の表面上に有する合成繊維布帛を製造するための方
法であって、且つ、
　該方法が、プリントされた布帛を前記エッチング剤で処理する前に、洗浄を含まない方
法。
【請求項２】
　前記エッチング剤が、水酸化ナトリウム、炭酸水素ナトリウムまたは炭酸ナトリウムで
ある、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法により製造された、半透明なプリントパターンを前記布帛の表面
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上に有する合成繊維布帛。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、半透明なプリント（染色）パターンをその上に有する合成繊維布帛に関する
。本発明は、また、半透明なプリント（染色）パターンをその上に有する合成繊維布帛の
製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　先行技術において、プリントパターンをエッチングする技術は、天然セルロース繊維製
品にのみ適用されるものであり、セルロース繊維が酸によりエッチングされて、その上に
パターンを形成する。半透明なプリント（染色）パターンをその上に有する合成繊維布帛
は、全く市販されていない。一般に、合成繊維布帛における従来型のプリント（染色）法
の使用は、単にその上にパターンをプリントすることだけである。従来型のプリント（染
色）法は、主として、プレセット、エッチング（セルロース繊維を還元する）、染色、プ
リント、乾燥、定着、ソーピング、および最終処理の工程を含む。エッチング工程は、感
触などの繊維の特性を改善するために、エッチング剤を用いることにより繊維表面にむら
を与えることを目指す。しかしながら、従来型の方法は、半透明なプリント（染色）パタ
ーンをその上に有する合成繊維布帛を提供することはできない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従って、半透明なプリント（染色）パターンをその上に有する合成繊維布帛を製造する
ための方法は、極めて望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、半透明なプリント（染色）パターンをその上に有する合成繊維布帛を製造す
るための方法に関する。
【０００５】
　本発明は、また、半透明なプリント（染色）パターンをその上に有する合成繊維布帛に
関する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　説明の目的のため、およびその多くの付随する利点を有する本発明の更に完全な理解を
提供するために、以下の詳細な説明が、半透明なプリント（染色）パターンをその上に有
する合成繊維布帛を製造するための方法、および半透明なプリント（染色）パターンをそ
の上に有する合成繊維布帛に関して与えられる。
【０００７】
　本発明は半透明なプリント（染色）パターンをその上に有する合成繊維布帛を製造する
ための方法に関する。本方法はエッチング工程の前に行われるプリント工程を含み、その
プリント工程は布帛の表面上に染色用のペーストをプリントすることおよび／または透明
なプリント用現像剤を含んでプリントすることを含む。具体的には、本方法は、プレセッ
ト、プリント、乾燥、定着、エッチング、ソーピング、染色および最終処理の工程を含む
。場合により、順番の調整または追加の工程がパターンの所期の半透明効果に負の影響を
もたらさないのであれば、必要に応じて、工程の順番は調整することができ、また追加の
工程をそれらの間に挟むことができる。例えば、サンディング工程はプレセット工程およ
びプリント工程の間に適用することができ、染色工程は染色およびプリント工程により置
き換えることができる。更に、染色工程は染色およびプリント工程の前に行うことができ
、または染色およびプリント工程は染色工程の前に行うことができる。
【０００８】
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　プリント工程において、透明なプリント用現像剤は適する量で染色および／またはプリ
ント用のペーストと一緒に混合されると共に、混合物はその上にプリントパターンを形成
するために布帛の表面上にプリントされる。エッチング工程において、透明なプリント用
現像剤は均一にエッチングを加速する。こうして、透明なプリント用現像剤を含有する布
帛表面は、特別のエッチング効果および透明なプリント用現像剤を含有しない布帛表面の
それらとは違った透明性を有する。こうして、特別の半透明効果を有するパターンが布帛
上に形成される。
【０００９】
　本発明の方法の工程を、以下に説明する。
【００１０】
プレセット
　グレージュ（griege）が洗浄され、プレセット機に運ばれ、グレージュをプレセットし
て布帛を形成する。プレセット機の速度は、例えば、１５～１２０メートル／分であるこ
とができる。プレセット機の温度は、例えば、１００～２１０℃であることができる。
【００１１】
プリント、乾燥、定着
　布帛は、プリント機、例えば、ローラ・プリンティング機または自動スクリーン・プリ
ンティング機の中で処理される。透明なプリント用現像剤は、適する量（例えば、透明な
プリント用現像剤の量は、透明なプリント用現像剤およびペーストの合計を基準にして１
～５０質量（重量）％、好ましくは３～１５質量（重量）％である）において染色および
／またはプリント用のペーストと混合されて、ペースト混合物を形成する。ペースト混合
物は５～１５０メートル／分の速度で布帛表面上にプリントされて布帛上にプリントパタ
ーンを形成する。布帛は５０℃～２１０℃の温度で乾燥され、１００℃～２１０℃の温度
で定着されて布帛表面に結合される透明なプリント用現像剤およびペーストを含有するプ
リントパターンを与える。
【００１２】
　本発明に適する透明なプリント用現像剤は、第４級アンモニウム塩イオン促進剤である
。当業者は、エッチング剤用の促進剤としての適する第４級アンモニウム塩、例えば、ヨ
ウ化テトラアルキルアンモニウム（ＮＲ4Ｉ）および水酸化テトラアルキルアンモニウム
（ＮＲ4ＯＨ）を選択することができる。一般に、第４級アンモニウム塩は、エッチング
を加速するために従来型の染色および仕上げ法に含まれるエッチング工程において促進剤
として用いられる。しかしながら、従来型の染色および仕上げ法は半透明なパターンをそ
の上に有するプリント（染色）性布帛を製造しない。換言すれば、第４級アンモニウム塩
は、半透明なパターンをその上に有するプリント（染色）性布帛を製造するためではなく
、単にエッチングを促進するために従来型の染色および仕上げ法において用いられる。
【００１３】
エッチング
　透明プリント用現像剤含有ペーストを有する合成繊維布帛は、適する条件下、例えば、
５～１２０メートル／分の速度、２０℃～１５０℃の温度で、適する濃度（例えば、１～
５０Ｂｅ、好ましくは１５～３５Ｂｅ）において適するエッチング剤により処理される。
こうして処理される合成繊維布帛は、繊維の表面上に半透明なプリント（染色）パターン
を有して、特別な半透明効果を得る。
【００１４】
　当業者は適するエッチング剤を選択してエッチングの効果を上げることができる。エッ
チング剤には、水酸化ナトリウム、炭酸ナトリウムおよび炭酸水素ナトリウムが挙げられ
るがそれらに限定されない。
【００１５】
ソーピング
　次に、合成繊維布帛は、ソーピング工程で、例えば、１０９７ｍ／ピース（１２００ヤ
ード／ピース）の速度で処理されて布帛上の不純物および加工剤を除去される。ソーピン
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グ条件には、４℃～１２０℃のソーピング温度および２０～１２０メートル／分の速度が
挙げられるが、それらに限定されない。
【００１６】
染色
　合成繊維布帛は、適する染色補助剤と一緒に適する染料、例えば、酸性染料、分散染料
、カチオン染料、反応染料、インダンスレン染料（ｖａｔ）および直接染料を用いて、例
えば、エアフロー染色機、ジガー染色機、ウインチ染め機、ビーム染色機、ジェット染色
機、瞬間染色機または連続浸漬およびパディング染色機の中で、例えば、４０℃～１７０
℃の温度下で染色される。
【００１７】
　染色されるかまたは染色されない合成繊維布帛は、染色およびプリント工程にかけられ
る。合成繊維布帛は、適する染料、顔料、金粉、銀粉、およびプリント用ペーストにより
、例えば、１５±５メートル／分の速度の条件下で、染色およびプリントを行うためにロ
ーラ・プリンティング機または自動スクリーン・プリンティング機の中で処理される。適
する染料には、例えば、酸性染料、分散染料、カチオン染料、反応染料、インダンスレン
染料（ｖａｔ）または直接染料が挙げられる。あるいは、染色およびプリントは、転写プ
リンティングにより置き換えることができる。
【００１８】
　染色工程または染色およびプリント工程のいずれか、または両方は、本発明を実施する
ために、必要に応じて用いることができる。後者の場合、染色工程または染色およびプリ
ント工程は、任意の順で続けて用いることができる。
【００１９】
仕上げ処理
　合成繊維布帛は、場合により、仕上げ（final）処理、例えば、柔軟化、撥水化、冷－
暖光沢化、塗装、積層化、および特定の防水加工に供することができる。例えば、合成繊
維布帛は柔軟剤を含有するタンクに配送して柔軟化処理を行うか、または撥水剤を含有す
るタンクに配送して撥水化処理を行うことができる。次に、合成繊維布帛は、適する速度
（例えば、３５～５５メートル／分）、適する高さ（６０～１００ｍｍ、例えば、８０ｍ
ｍ）、適する角度（０．７５～１．０５ｍｍ、例えば、０．９５ｍｍ）、適する温度（１
１０℃～１３０℃、例えば、１２０℃）で機械に配送されて、防水加工処理を行う。次に
、合成繊維布帛は適する時間帯にわたり保存されて架橋を達成する。布帛は、場合により
、最終製品を得るために最終セッティングに供することができる。
【００２０】
　当業者（artisan）がそれから本発明を更に理解できる以下の実施例は、本発明を更に
説明するために提供される。しかしながら、実施例は、本発明の範囲に対する限定とみな
されるべきでない。
【実施例】
【００２１】
　４１１．５±４５．７ｍ／ピース（４５０±５０ヤード／ピース）のグレージュに対し
て、スカーリング（scouring）液の温度が約９０±５℃であり、速度が５０±１０メート
ル／分であるスカーリング処理を行う。スカーリング処理後、グレージュをプレセット機
に運んで８０±５メートル／分の速度および約２００±５℃の温度で布帛物を形成する。
透明なプリント用現像剤の量が中で透明なプリント用現像剤およびペーストの合計を基準
にして３～１５質量（重量）％である透明なプリント用現像剤、水酸化テトラアルキルア
ンモニウム（ＮＲ4ＯＨ）を含有するプリント用ペーストを、１５±５メートル／分の速
度でローラ・プリンティング機または自動スクリーン・プリンティング機の中で布帛上に
プリントする。次に、布帛を１１０±１０℃の温度で乾燥し、１６０℃±２０℃の温度で
定着させる。布帛に対して、更に、３０±１０メートル／分の速度、１００±１５℃の温
度で、１５～３５Ｂｅの濃度におけるエッチング剤（水酸化ナトリウム）を有するタンク
中においてエッチング処理を行って、半透明のパターンをその上に有するプリント性布帛
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を形成する。１００℃±２０℃の温度および５０±１０メートル／分の速度において、４
１１．５±４５．７ｍ／ピース（４５０±５０ヤード／ピース）でソーピング処理する。
次に、染色補助剤を含む染料により１００℃±３０℃の温度で布帛を染色する。撥水剤を
含有するタンクに布帛を配送して撥水化処理を行う。次に、布帛を４５±５メートル／分
の速度、８０ｍｍの高さ、０．９５ｍｍの角度、１２０℃の温度で防水処理機に配送して
、防水加工処理を行う。次に、布帛を１６時間にわたり保存して架橋を達成する。布帛を
１３０℃の温度、６６インチの幅、および６０±１０メートル／分の速度下で最終セット
にかけて、最終製品を得る。
【００２２】
　本発明は、勿論、本発明の精神および本質的な特質から逸脱することなく、本明細書に
おいて記載されるもの以外の特定の方法で行うことが可能である。従って、本態様はあら
ゆる点で例証として考えられるべきであり、限定的なものでない。
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